
　エヴゲーニイ・クロピヴニツキイ，イーゴリ・ホーリン，ヤン・サトゥノフ
スキイ，ゲンリフ・サプギール，フセヴォロド・ネクラーソフ等，リアノゾヴォ
派の詩人たちは1960-90年代にさまざまな詩的言語を追求した。それはマヤコ
フスキイ，フレーブニコフ，クルチョーヌィフ等の未来派からハルムス，ヴ
ヴェジェンスキイ等のオベリウに至るまで，ロシア・アヴァンギャルドと呼ば
れる文学潮流のなかで行われたさまざまな言語実験の歴史と遺産の上に成立し
たと多くの文学研究者が指摘しているので，文学史的事実として間違いはない
だろう。また，オベリウもリアノゾヴォも遊びの詩，パロディー詩の伝統の上
にある。プリミティヴィズム。グロテスク。文体の不均衡。子供の視点，遠近
方の導入。言い間違い。こうした手法によりオベリウはこの現実のリアルな感
覚そのもの，この世界の中の生がもつ違和感そのもの，意味をはぎ取られたモ
ノ（対象）の具体性そのものをあらわにしようとした。こうした志向はリアノ
ゾヴォも同じだったが，しかしリアノゾヴォの詩人たちはスターリン体制以降
のグロテスクな現実に目を向けた。彼らの対象性，具象性への志向は，オベリ
ウが意味論的な遊び，無意味など，方法的には誇張された偶然性を重視したの
に対して，むしろ現実そのものをそのまま描くこと，誇張された具象性を重視
した。オベリウのように言葉の解体によって不条理な世界を創り出すのではな
く，不条理でグロテスクな現実そのものをコンクリート・ポエトリー（具体詩）
の手法で描くことでリアノゾヴォの詩人たちはグロテスクな現実がありのまま
の日常であり，それが詩的世界であることをあらわにした。
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鈴　　木　　正　　美

ドミトリイ・プリゴフにおける
詩的言語の実験

―― 声のコラージュから言葉のインスタレーションへ ――



　極端に単純化された言葉の並列，ミニマリズムへと向かったホーリンやサプ
ギールの詩は，作者の言葉を意識させない，他者の言葉の引用からだけからな
る世界のようになった。こうした語の並列，コラージュの手法はポスト・ア
ヴァンギャルドの詩の特徴の一つであり，ロシアでは70-80年代のコンセプ
チュアリズムにおいて顕著になる。スカラパノーヴァ著『ロシア・ポストモダ
ニストの文学』 （１）では，コンセプチュアリズムの詩人の代表例としてフセヴォ
ロド・ネクラーソフ，レフ・ルビンシュテイン，ドミトリイ・プリゴフの三人
を挙げているが，本稿ではまずプリゴフとコンセプチュアリズムについて考え
る上で重要な二人の詩人，サプギールとネクラーソフについて述べる。そして
後半では，プリゴフがコンセプチュアリズムの枠に収まらない，詩的言語と視
覚芸術の両面にわたる実験を試みた人物であることを明らかにしたい。 （２）

「声」のコラージュ

　ゲンリフ・サプギール（1928-1999)の場合，言葉遊びを多用し，ハルムス的
でさえある。多様なリズム，コンポジションのダイナミズムは作者のモノロー
グではなく，多くの他者の声によって構成されているのが特徴である。その最
たる例が彼の最初の詩集『声たち』（1958-1962）の冒頭に収められた詩「声た
ち」だ。

ほらあそこに人が死んでいる。
ほらあそこに人が死んでいる。
ほらあそこに人が死んでいる。
下に──人が死んでいる。

行って，あいつを見よう。
行って，あいつを見よう。
行って，あいつを見よう。
行って，あいつを見よう。　〔後略〕（３）
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　まったく同じ言葉の並列だが，すべて違う人物が同時に話しているのであ
る。複数の「声」が絵画のコラージュのように一つの紙面に配置されることで，
複数の人々の姿が視覚的に浮かび上がる。サプギール本人がこの詩を朗読した
録音が残っているが，それを聴くとまさに声のコラージュであり，モスクワの
アパートの玄関前で倒れている酔っ払いとその周りに群がる近隣の住人たちの
姿がまざまざと目に浮かぶ。
　こうしてサプギールはレフ・アンネンスキイの言うように「社会的『底辺の』
詩人」「世界の生活記録作者」 （４）として日常にあふれるさまざまな「声」を詩に
した。詩人自身はきわめて冷静に，グロテスクな日常を冷めた言葉で，しかし，
詩の言葉とイントネーションで詩をつくりあげた。アンドレイ・ビートフはこ
う指摘している。「詩人，それはイントネーションだ。イントネーションは信
頼できるものだ。〔中略〕私の考えでは，サプギールはとても健全な世界を持っ
ている。極めてと言っていいほどだ。なぜなら芸術家の世界は──それは世
界に対する彼の態度だからだ。この世界が狂っているかどうかは分からない
が，彼は完全に気を狂わせることができる。しかしながら詩人は健全な距離を
保っており，気が狂ったりはしない。そしてこの健全さは自己主張しつつ，阿
呆のふりをし，馬鹿のふりをする。」 （５）　
　さらに，「声」は生身の人間が発するだけのものではないということにサプ
ギールは気づく。ラジオやテレビからも「声」は聞こえてくる。新聞や雑誌に
も「声」はあふれている。「詩篇69」（1965-1966）という作品を見てみよう。

１．ああ，すぐに私をお救い下さい
　「プラウダの本社特派員から」
  

２．神よ  すぐに私をお助け下さい
　「帝国主義者たちの新たな陰謀」

３．探し求めるわが魂を辱める
　トマトの中のニシン
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　乞い希うわれに悪しきもの
　トマトの中のニシン
　われに語るものは：良き哉　良き哉
　宇宙の中の人間

４．喜ばしい
　「古代ギリシャの伝説と神話」
　汝とわれを探し求める
　食餌療法の卵　10個
　汝のためわが救い
　パヴィドラ　そして待つ
　万人に有益

５．ああ！ 早く私に
　253.71.47.
　神よ！ 遅れないでくれ──
　ベル２回　（６）

　すでに抒情的「私」やもう一人の「私」（alter ego）といった抒情詩における
「声」は必要なく，現実の世界は「声」にあふれているのだから，それをそのま
ま詩の言葉にすればいいということになる。さらにサプギールは「声」の所在
をさまざまなアングルから描写する映画的手法を試みた。『声の発展』（1991）
の冒頭に収められた詩「方法」を引用する。

　　偶然の言葉をくれ  通せ
　　偶然のくれ  言葉を通せ
　　言葉をくれ  偶然の通せ
　　「言葉の言葉の言葉」をくれ
　　言葉をくれ  言葉を通せ
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　　くれ　「くれ」を通せ──
　　言葉通せ　（７）

　単純な言葉の繰り返しが少しずつずれていくことで独特なイントネーション
を生み出すという実験を行っている。作品集には収められていないが，発表当
時付されていた「短い説明」という序文では，この詩集の詩がテーマのバリエー
ションから形成されているとして，次のように述べている。「テーマとバリ
エーションは芸術構成の基本システムである──それは音楽や抽象絵画，建
築といったものだ。何よりも詩は映画を想起させる──最初のアングルから
のストップモーション，次のアングル，第三のアングルと，テーマが解決する
まで続くのである。」 （８）

　サプギールがいたリアノゾヴォ派には詩人だけでなく，多くの画家がいた。
1960-70年代の非公式の芸術家たちは地下のネットワークでつながっていたの
で，サプギールは70年代初頭からコンセプチュアリズムの前衛画家たちとの交
流があった。すでに世界にあふれている言葉，すでに存在している詩の素材を
自由に使い，概念そのものを重視するコンセプチュアリズムの芸術の方法をサ
プギールは意識していた。コンセプチュアリズム，とりわけイリヤ・カバコフ
の重要概念となるプストタ（空虚）についてもサプギールは自身の詩作品との
類似性を知ったが，彼はすでに60年代に詩の世界で独自にプストタを意識して
いたのだという。 （９）

　コンセプチュアリズムの文学作品といってもその表現は多様である。フセ
ヴォロド・ネクラーソフ（1934-2009)はサプギールが探求したコラージュの方
法をさらに推し進め，さらに言葉を削った。

　　これは
　　繰り返すべきではない

　　と繰り返す
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　　これは
　　繰り返すべきではない
　　と繰り返す

　　これは
　　繰り返すべきではない

　　これは
　　繰り返すべきではない

　　これは
　　繰り返すべきではない

　　と繰り返す　（10）

　意味のないスローガンの繰り返しはソ連時代には日常生活のあらゆる時間と
場所にあふれていた。その同語反復が笑いをもたらす。厳選されたごく単純な
言葉を繰り返し，その言葉が微妙にずれていくことで，決して飽きることのな
い瑞々しい世界を創り出すことにネクラーソフは成功した。こうした反復と差
異の手法をプリゴフも多用したが，ネクラーソフのこの徹底したミニマリズム
の詩は，他の追随を許さない。短く簡潔でありながら，世界を深く映し出す詩
は，日本の俳諧にも通じるものである。ヤン・サトゥノフスキイはネクラーソ
フのことを「ロシアの日本人」とまで呼んでいる。 （11）

　　ひかる　おつきさま

　　おつきさま　ひかる

　　おつきさま
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　　ひかる
　　ひかる
　　ひかる

　　空たかく　ぶら下がっている

　　ぶら下がっている

　　ぜんぜん　まったく
　　重さがない　（12）

　俳諧の感覚で読むとすぐに思い出されるのが，明恵上人（1173-1232）の句
「あかあかや　あかあかあかや　あかあかや　あかあかあかや　あかあかや月」
である。空に浮かぶ月をただうたっているだけだが，ネクラーソフの視線・身
体は遠い月に限りなく近づいている。対象や世界に直に触れているようなこう
した詩をネクラーソフは生涯つくり続け，行間を読んだり，紙面上の活字と余
白の関係を意識させるだけでなく，ヴィジュアル・ポエトリー（視覚詩）にま
でその詩的言語の探求を発展させたのである。 （13）

　サプギールによる「声」のコラージュや映画的手法，ネクラーソフによるミ
ニマリズムやヴィジュアル・ポエトリーとほぼ同時期にドミトリイ・プリゴフ
はこれらのさまざまな手法に加え，新たな詩的言語の実験を行っている。それ
では次にプリゴフの1970-90年代の詩を見てみよう。

職業は「プリゴフ」

　ドミトリイ・プリゴフ（1940-2007）を有名にしたのはソ連時代の警官をうたっ
た一連の詩である。プリゴフ自身も警官の衣装をまとい，『警官礼賛』（1976）
の詩の数々を朗読するパフォーマンスを行っている。ソ連時代の人々にとって
警官はレーニンやマヤコフスキイと並ぶ，もっとも大衆的なポップ・イメージ
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である。

　　彼が哨所に立っている間
　　ここでは芥子畑が育つ
　　しかし，ここが芥子畑なのは
　　そこに　哨所に彼が立っているからだ

　　彼　警官は非番の日に
　　朝から目が覚めると
　　畑に出る　そして彼は
　　芥子の花に翼で優しく触れるのだ　（14）

　みんなから嫌われ，避けられていた警官が，ここでは優しい天使のように描
かれている。一読して，現実の警官像に対する痛烈な批判，パロディーと感じ
る。だが，はたしてそうなのだろうか。
　かつてプリゴフはソッツ・アートの詩人と見られたことがある。 （15）確かに
1970-80年代の彼の作品には，ソ連の大衆文化にあふれるさまざまなポップ・イ
メージを扱ったものが多く，ソビエト文学，社会主義リアリズムのパロディー
とみなされやすかっただろう。しかし，プリゴフ作品は単なるパロディーでは
ない。一読して笑えたとしても，よくよく読むと，そこにはいくつもの解釈が
可能になるように仕掛けられており，最後には読者自身に哲学的な問いが生ま
れる。つまり，読者が作品に参加するように仕向けられたコンセプチュアリズ
ムの詩である。
　ソッツ・アートはソビエト的諸記号との戯れと考えるならば，コンセプチュ
アリズムはソビエト的なものも含めたこの世界全体への考察といえるだろう。
あるいは「ソッツ・アートはソビエト文化のイデオロギー的諸記号を熱狂的に
パロディーにし，一方コンセプチュアリズムは，イデオロギーでは咀嚼される
ことのなかったもの，その影響外に依然としてある小さな事物たちをその諸記
号の中に見い出そうした」 （16）のである。プリゴフは詩人であるだけでなく，小
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説家でもあり，画家・造形作家として精力的に作品を創造した。文学，視覚芸
術，パフォーマンスとジャンルを越えて活動した。
　コンセプチュアリズムでは芸術作品と一般の事物・現象の区別をとりはらい，
視野を拡大し，社会にあふれる諸記号，諸イメージを作品にとりこもうとした。
言いかえれば，社会主義リアリズムやソッツ・アートでは取り込むことのでき
なかったソビエト的現実や生のリアリティの考察，記号とイメージの関係の考
察，芸術と生，知と直感の境界にある芸術性の発生の条件の考察へと向かった
のである。そして「芸術家は分析家になった。彼らの分析はいまや『提示する』
ものとしての芸術作品と『提示された』対象との相似を見いだすことではなく，
対象世界に存在するものとしての芸術作品と世界の中で同じ法則のもとに存在
する他の諸対象との間の違いを見いだすことに向かう」（ボリス・グロイス） （17） 
のである。
　プリゴフの警官の詩は決してパロディーではない。警官もソビエト大衆文化
のイデオロギー的記号にすぎない。警官の詩は，警官という記号やイメージと
の戯れでもあるが，警官が詩の題材になりえるのかという問いでもあり，警官
をうたうことが芸術的行為になるのかという問いでもある。
 

　　文学者会館のビュッフェで
　　警官がビールを飲んでいる
　　いつもの調子で飲んでいる
　　文学者たちを見ようともせずに

　　文学者たちは彼を見ている
　　彼の周りは明るくからっぽ
　　文学者たちのさまざまな芸術すべても
　　彼の前では何も関係ない

　　彼は義務という姿で現れた
　　人生である
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　　人生は短いが芸術は長い
　　そして試合で勝つのは人生である　（18）

 

　この詩は多くの批評家によって論じられていることからも，プリゴフの警官
の詩を代表するもののひとつと言っていいだろう。ここでは警官が崇高な詩人
のようなふるまいをしている。警官が他の芸術よりも優位にあることで，詩人
＝警官を演じる作者＝プリゴフの優位性がうたわれているかのようでもある。
グロイスはこの詩について「詩的イデオロギーと政治的イデオロギーの類似性，
さらにまた権力への詩的意志と政治的意志の類似性が，プリゴフによって公然
と認められ，それがテーマ化されている」 （19）{と指摘している。もちろん政治的
なモチーフから詩人の全体主義への志向を読み取ることもできるだろうけれ
ど，プリゴフはあくまでも詩人＝警官を演じているにすぎない。クーリツィン
が指摘しているように，プリゴフはいくつものソビエト的イメージを意図的に
使い分けているのであり，詩人は常に仮面をつけており，しかもたくさんの多
くの仮面を持っていて，その中の実体は見えないのだ。 （20）

　　ほら警官がじっと立って
　　みんなを監視している　周りのすべてを
　　記憶している　するとほら彼の許嫁──
　　白い服の救急車が飛んできて
　　春の飛沫の扇を上にかざすと
　　二人は手をとり共に歩いて行く
　　彼らの上の空は融けて
　　その場の土は消え失せる　（21）

 

　もはや神のような存在として警官は描かれている。プリゴフはこうして警官
を神話化しているのである。警官の神話という意図で詩をつくるのであれば，
さらに神話の物語を綴ることは容易だろう。
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　　厳しい警官がうろついている
　　身につけた無線機で
　　彼は何か言葉を交わしている
　　誰との通話なのかは分からない──どうやら神とらしい

　　ほんとうにこの世のものとは思われない声が
　　天国の無線機から響く
　　おお　おまえ　すばらしい警官
　　元気な糸杉のように
　　まっすぐに永遠に若くあれ！　（22）

　ここまで引用した４編の警官の詩はすべて1991年に出版された「リーチノエ・
デェーロ№　アリマナフ」（「個人調書№　文集」）から取り上げた。この文集に
はプリゴフの詩が38編収録されている。1989年に出版された文集「鏡」にもプ
リゴフの詩が69編収められているし （23），さらに公刊されたものとしては最初の
詩集『紋章学の魂の涙』も1990年に5000部出版されているので，ソ連邦解体の
年にプリゴフの詩は文学ファンの間では確実に定着していたことになるだろ
う。「リーチノエ・デェーロ№　アリマナフ」にはプリゴフも含めて，セルゲ
イ・ガンドレフスキイ（1952生），ミハイル・アイゼンベルク（1948生），チムー
ル・キビーロフ（1955生），デニス・ノヴィコフ（1967-2004），ヴィクトル・コ
ヴァーリ（1947生），レフ・ルビンシュテイン（1947生）という錚々たるメン
バー７人の詩が収められている。ここに集結したアヴァンギャルドの詩人た
ちの共通の芸術・文学概念がコンプチュアリズムだった。この文集の中でルビ
ンシュテインはコンプチュアリズムについて次のように述べている。

　私が信奉している芸術システム（それは「モスクワ・コンセプチュアリ
ズム」という名称で定着した）は，言語というよりもむしろ意識とともに
機能している。より正確に言うと，個人的な芸術の意識と全文化的意識の
間の複雑な相互作用とともに機能している。すなわちそれはテクストその

系37

ドミトリイ・プリゴフにおける詩的言語の実験胸



他における自言語—異言語，作者の存在—非在という揺らめく感覚なの
である。
　コンセプチュアルな意識は全体的に「文明化された」空間において，対
象に対するかのようにテクストに対して関わること，テクストに対するか
のように対象に関わることを前提とする。　〔中略〕
　日常の言葉が詩の役割をしたり，その逆だったりするし，散文の断片が
複数の詩行の役割をしたり，その逆だったりする。
　コンセプチュアリズムは快い音の組み合わせ法，統語法，隠喩法，プ
ロット構成法の分野におけるモダニズムの練習に頭を悩ませることはまっ
たくない。 （24）

　コンセプチュアリズムでは芸術作品とそれ以外のすべての対象を区別せず，
すべてをテクストとして利用する。すべての事物，現象，言葉，記号，イメー
ジが詩の素材やテーマになりえる。詩のテクストのすべてがすでに存在してい
るのだから，詩人はただそれを利用するだけでいい。そして詩人はどんな人間
にでもなることができるのであり，プリゴフはそれを意識的に行った。詩人は
詩人自身以外の詩人にもなれる。「プリゴフはテクストのためというよりもむ
しろ『ドミトリイ・アレクサンドロヴィチ』というイメージのために働いてい
る。」（ルビンシュテイン） （25）

　　空は低くネズミ色
　　私の方に転がってきた
　　生き物や石の姿で
　　輪廻転生した
　　私は自分自身を想像もしなかった
　　私以外の
　　地上の生はいくつあるのか？　（26）

　プリゴフは輪廻転生して，この世でいくつもの生に変化するらしい。さらに
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レフ・ルビンシュテインの『職業はプリゴフ』（1996）によると，プリゴフの文
学を特徴づけるキーワードは「後の」という言葉である。相対的な状況である
「芸術の後の芸術」「文学の後の文学」「詩の後の詩」「作者の後の作者」等々，
プリゴフは一定の評価が定められるころにはすでにどこか先に進んでいて，
「後の」誰かの「後」にジャンプし，ついにひとつの状態にいることはないので
ある。 （27）

言葉のインスタレーション

　プリゴフは警官だけでなく，歴史上の人物や作家・詩人を詩に登場させ，彼
らの言説や思想も事物のように利用した。特にその形式の特徴のひとつとなっ
ているのが，テクスト内での対話である。『プラトン哲学的対話』（1977）では
プラトンとのかみ合うことのない対話が秀逸だが （28），こうした「対話編」をプ
リゴフは多く書いている。その中にはスターリンとの対話を展開する『幸福に
ついての書』もある。

スターリン　この世に幸福はない！
プリゴフ　　とドストエフスキイは言いました…
スターリン　ドストエフスキイが何を言ったんだ？
プリゴフ　　幼子の血の一滴についてです！
スターリン　それで，ドストエフスキイには何があるんだ？
プリゴフ　　ドストエフスキイには何があるかですか？
スターリン　彼には11文字ある！
プリゴフ　　11文字！
スターリン　では，そこから1文字引いたらどうなるか？
プリゴフ　　どうなります？
スターリン　オストエフスキイになる！　〔後略〕（29）

　ドストエフスキイ Достоевский という11文字の綴りが１文字ずつ消えてい
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き，最後には幸福 についてのスターリン独自の見解が示される。対話の形式を
とっているが，実際にはまったくありえない架空の対話であり，真の対話では
ない。プリゴフにおいては形式的には架空の対話であったり，過去の文学作品
との対話（引用と間テクスト性）であったりするのだが，そこには抒情的「私」
は存在せず，プリゴフ自身も「プリゴフ」という仮面をつけている。過去と現
在のさまざまな言葉，テクストが自由に交錯する対話のない対話なのである。 （30）

　プリゴフとの対話ではなく，過去の作家同士の対話もある。

　　ほらドストエフスキイがプーシキンに気づいた
　　飛んでこい　我らが地平線に　小鳥さんよ
　　そうしたら私は言おう　二人で流刑地へ
　　楽しく行くには何をすべきかを
　　だがプーシキンは応えた。行っちまえ　いまいましい奴め！
　　詩人は自由だ！　奴は恥を知らない！
　　奴はあなた方にはひどい苦痛でしかない
　　奴の神はどこへなりと──放っておけ！　（31）

　あり得ない状況や会話だが，想像をめぐらせるといかにもありそうな話であ
る。タイムスリップもののＳＦなら十分にありえる設定だろう。プーシキンと
いうテクストとドスとエフスキイというテクストを並置することで，その関係
性から新たなテクストが誕生するかのようである。過去の文学作品と自分の詩
作との関係にアクメイズムの詩人マンデリシュタームは非常に意識的だった
が，その点でプリゴフはアクメイズムの伝統を引き継いでいるとも言えるだろ
う。そのマンデリシュタームと警官が登場する詩まである。

　　雛とカトゥルスが　鷽とデルジャーヴィンが
　　託された五色鶸とマンデリシュタームが共にいるあちらに
　　私は誰と共に？　私は可愛い警官と共に
　　たどり着いて　周囲を見回す
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　　私は軽い影となり　彼は──影の影となって
　　いったいどうして？──各々自分のやり方で

あちらではみんなが──ひとつ，いや──ふたつ，あちらではただ私た
ちみんなが──鳥
私も　彼も　警官も　（32）

　カトゥルス，デルジャーヴィン，マンデリシュターム，警官，プリゴフが全
員あの世にいる。雛，鷽，五色鶸は各々の詩人たちの詩のモチーフと密接に関
係している鳥たちである。文学的な連想とプリゴフ的・ソ連的イメージの「可
愛い警官」とが混じり合い，新たに異様なイメージが影のように広がる。
　先述したように，プリゴフはたくさんの仮面を持っている。プリゴフの実体
は分からない。本人が「自分はプーシキンだ」と言葉にすれば，すなわちプリ
ゴフはプーシキンなのだ。そのいい例が次の詩である。

　　詩について　それがいかに遠くにあるのか私が熟考している時
　　分かったのだ　我が同時代人たちは
　　　　プーシキンを愛するよりも　私を愛するべきだと

　　私は書く　彼らの身に何が起こるのかを
　　　　あるいは起こったことを　あるいは起こっていることを──
　　　　各々の事実を記号によって彼らに書く
　　このことを分かりやすい私たちの共通の言語で彼らに語る

　　もしも彼らがそれでもプーシキンのことを私よりも
　　　　愛しているのなら　やはり私は善良で
　　　　　　誠実だから　プーシキンを罵倒したりしないし
　　　　　　　　彼の詩　彼の栄光
　　　　　　　　　　彼の名誉を否定したりしない
　　それに言うまでもなく　私自身がプーシキンである時
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　　　　　　私はそのすべてを罵倒できるのである　（33）

　仮面を被った複数の「声」たちはさまざまな言葉で対話なき対話を繰り広げ
る。言葉は世界を固定するものではなく，世界を解放するものなのだ。テクス
ト上は，すべての生が自由でありえる。そして言葉とテクストは世界にあふれ
ている。詩人はそれらを自由に利用し，再構成し，いくつもの作品をつくり，
さらにそれらを再構成してまた新たな作品をつくる。こうしてテクストは重層
化していき，過去のテクストの複数の「声」が折り重なって，大きなテクスト
となっていく。部分が全体を含む膨大なテクストをつくることをプリゴフは目
指した。
　1993年１月号の「演劇」誌では「詩人のホワイエ」というプリゴフ特集が組
まれたが，そこにはアンドレイ・ゾーリンとプリゴフとの長い対談「プーシキ
ンとしてのプリゴフ」が掲載されており，当時のプリゴフや芸術家たちの創作
上のさまざまな問題が議論されている。その中でプリゴフは，警官の詩だけで
なく，さまざまなテーマの詩を書いていて，すでに15,000編になっており，20
世紀には20,000編を書き上げるのが自分の課題だと語っている。 （34）

　実際プリゴフはこの課題に取り組み続け，毎日２編か３編の詩を書き，小説
やエッセイ，論文を書き，膨大な数の絵を描いた。そして2003年には本当にそ
の数に達していた。「私には生涯をかけてのグローバルな問題があります。私
は24,000編の詩を書かねばなりません。それは言葉によるある種グローバルな
世界の充溢なのです。私はイメージとして働いています」。そしてそれらのイ
メージをデミウルゴスのように使い分け，さまざまなレベルで詩を書いてお
り，すでにソ連的記号や全体主義的な言葉を使って書いたりはしていない，と
語っている。 （35）

　プリゴフの仕事はまだその全貌が明らかになっているわけではないが，これ
までに公刊された資料や展覧会カタログを見ていて言えるのは，その作品の量
があまりも膨大だという当たり前の事実である。24,000編の詩，散文，エッセ
イ，絵画，インスタレーション作品すべてがプリゴフの全宇宙なのだ。プリゴ
フは生涯かけてこの宇宙を創造し続けた。
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　プリゴフは詩をタイプライターで打ち，その紙を詩篇ごとに束ねてホッチキ
スで留め，自前の詩集をつくった。今その手製詩集がアーカイヴに残されてい
る。筆者も彼から直接その詩集を見せてもらったことがある。手のひらにすっ
ぽりおさまり，いつでも持ち歩けるので，プリゴフはよくそれを朗読パフォー
マンスでも使った。これらの手製詩集の中には四辺を切って木の葉の形にした
り，複雑にホッチキスを留めたものもある。つまりひとつひとつの詩集がオリ
ジナルの美術作品だったのである。詩は単なるテクストではなく，手と指の圧
力によって微妙にタイプの印字にずれのある，紙に固定されたものであり，テ
クストの集積は編集され，ホッチキス留めによって一個の形となる。それはひ
とつの小宇宙であり，ひとつの造形作品・美術作品である。
　詩集はホッチキスを外せば，またバラバラの詩，テクスト，紙片となる。あ
る空間に一時的に設置され，また解体されると跡形もなくなる美術作品がイン
スタレーションと呼ばれるが，手製詩集も一種のインスタレーションと言える
だろう。例えば，プリゴフの詩集『詩の死後の詩の事件』（1995）は公に出版さ
れたものだが，インスタレーション作品のエスキースとして読むことも可能で
ある。プリゴフ自身が描いたドローイングが詩と詩のページの間に巧妙に配置
され，本全体がひとつの作品，ひとつの宇宙となっている。 （36）

　プリゴフは詩と絵画作品を個別につくるだけでなく，詩による絵画的作品，
図形詩すなわちヴィジュアル・ポエトリーの作品も多く手がけた。絵画の中に
も頻繁に言葉が描かれる。言葉そのものを絵画作品化しているものもある。コ
ンセプチュアリズムの文脈で考えれば，言葉，テクスト，事物をすべて対象，
素材として利用したということになるが，プリゴフの場合すでにコンセプチュ
アリズムの文脈を越えて，この世界にあるすべてを使って新たな世界を再創造
するというデミウルゴス的営為だったのだと考えるべきだろう。
　プリゴフのインスタレーション作品のエスキースが多く残されているが，彼
の詩のひとつひとつ，手製詩集の一冊一冊もインスタレーションだった。それ
らをまたどこかの空間に配置し，展示することで，さらに大きなインスタレー
ションとなる。2014年，トレチャコフ美術館で開催された大規模なプリゴフ展
も，展覧会場全体がひとつのインスタレーション，ひとつの宇宙だった。
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